














































































































































































































































































































































































































































説ーリービ英雄論J(W群像』二00九年六月)、中村三春 fく旅行中〉の言葉 Wordson 
Travels リーピ英雄と多和田葉子J(W層』二0-0年一月)等があるが、 J)ー ピの台
湾体験の問題について集中的に論じたものはない。
2 J)ー ピ英雄『星条旗の聞こえない部塵』講談社、一九九二年
3 同『由民のうた』講談社、一九九八年
4 問「久しぶりの北京語J(/1'アイデンティティーズ』講談社、一九九七年)
5 向『天安門』講談社、一九九六年
-13-
6 往4と同じ
7 戦後台湾における文学事情についてはすでに多くの研究がなされてきた。『台縄文事年
鑑~ (行政院文化建設委員曾、一九九七年，，-，)下村作次郎「日本における台湾文学研究j
(f天理大学学報』一九九二年三月)、松永正義「日本における台湾文学の研究についてj
(同 F台湾を考えるむずかしさ』研文出版、ニ00八年)、梯光人文社曾皐院文皐系所
提供「中盟大陸肇趨文皐研究自録J(http://www.fgu.edu.tw/-wclrc/data_menu/ 
Taiwan_Literature.htm)等を参照。
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